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■ 認知症サポーター養成講座　（開催回数：34回　受講者数：1,328人）

　　・市民向けに実施した市主催の講座（全２回）においては、受講者へのアンケートを実施し、
　　 受講後の活動希望の有無等について確認を行った。

 　 ・市役所職員を対象に「業務で認知症の人に関わる可能性のある職員向け」、「家族を介護

　　 する職員向け」の２部構成により開催した。

■ 認知症サポーターステップアップ講座　（開催回数：１回　受講者数：28人）

　 ・認知症サポーター養成講座を受講された方が、当事者からのメッセージや認知症サポー

　　ター同士のグループワークなどを通じて認知症の理解をさらに深める講座を開催した。

　１ 　 認 知 症 の 正 し い 理 解 の 普 及

検討課題
　アンケート結果の効果的な活用をはじめとした、認知症サポーターが学んだ
　知識を活かすことができる活躍の場（認知症カフェやチームオレンジなど）へ
　繋がる仕組みや動機付けの方法 2



　２　認 知 症 バ リ ア フ リ ー の 推 進

■ 民間企業向け「認知症に関する相談窓口一覧」

   ・街中で、困っている認知症の方を見かけた際、早期に
    適切な支援機関へ繋いでもらうためのチラシを配布。

 　 【配布先】

　　 ・郵便局　・米子商工会議所　・山陰合同銀行
　　 ・米子信用金庫　・鳥取銀行　・JU 米子高島屋
　　 ・米子しんまち天満屋　・イオン米子駅前
　 　・まるごう　　・日本交通株式会社
　　 ・日ノ丸自動車株式会社　・皆生タクシー株式会社 など

■ 米子市チームオレンジ登録事業　

   ・登録件数　１件（薬局スタッセ）

検討課題 　チームオレンジの活動類型の整理、認知症の本人及び家族のニーズ把握・
　マッチング方法の検討 3



　３ 　 見 守 り 支 援

■ 認知症見守りシール交付事業　（交付実績：１８件）　
　　 ・2次元コードの書かれた見守りシールを３０枚無償交付
　 

■ 認知症見守りGPS機器購入費等補助金　（交付実績：２件）
　　・GPS機器の購入やレンタルに係る初期費用を上限10,000円で補助

■ 認知症高齢者等事前登録制度　（登録件数：４８３件）　

　　・行方不明発生時の早期発見のために対象者の情報を登録し、米子警察署と共有

■ 認知症SOS地域ネットワーク模擬訓練　（実施回数：２回）　
　  ・行方不明発生時の捜索や声かけを実践する訓練
　　・5月１６日　河崎地区、６月２９日　県地区で実施

検討課題 　各事業の認知度向上のための取り組み （特に認知症見守りシールについては、　
　認知症の本人・家族だけでなく、広く市民に周知が必要） 4



　４　保健医療サービス及び福祉サービスの提供体制の整備

■ 認知症あんしんガイド（認知症ケアパス）　（配布数：3,323冊、設置箇所：129箇所）

　　・認知症の進行や状態に応じて適切なサービスを利用できるよう、「認知症あんしんガイド」
     （認知症ケアパス）の作成、配布を行った。 
　 

■ 認知症初期集中支援推進事業　（検討事例：７件）
　　・認知症初期集中支援チームの訪問支援を強化するため、10月から見直しを行った。

■ 認知症地域支援推進員　（配置人数：３人）

　　・認知症地域支援推進員の充実強化を図るため、10月から体制を変更した。
　　　 認知症地域支援推進員 所属

１ 杉田　悌也　（すぎた　なおや） ヒューマンケア「モモの家」

２ 生島　唯　 　（いくしま　ゆい）
有限会社新生ケア・サービス

３ 生島　美樹　（いくしま　みき）

検討課題 米子市認知症地域支援推進員の認知度向上のための取り組み 5


